
組
織
は
歩
兵
、
砲
兵
、
工
兵
、
濫

兵
姑
部
隊
を
も
保
有
し
て
い
た
。

此
の
よ
う
な
師
団
の
中
の
諸
部
隊
の
う
ち
、
平
時
か
ら
編
成
さ
れ
動
員
の
際
若
干
の
増
員
等
受
け
る
も
の
と
、
戦
時
、
師
団
が
出
征
す
る
時

編
成
さ
れ
る
部
隊
と
の
二
種
類
が
あ
っ
た
。
平
時
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
る
部
隊
は
師
団
が
復
員
し
て
平
時
勤
務
に
戻
れ
ば
、
部
隊
も
平
時
勤
務

に
就
く
の
で
一
般
の
眼
に
触
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
戦
時
編
成
さ
れ
る
部
隊
は
師
団
の
復
員
と
同
時
に
解
散
し
て
し
ま
う
た
め
世
間
に
そ

の
概
容
を
知
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。

野
戦
病
院
は
後
者
に
属
し
、
戦
時
の
象
編
成
さ
れ
る
部
隊
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
野
戦
病
院
を
編
成
す
る
時
の
基
準
と
な
る
戦
時

編
制
書
は
戦
時
の
軍
の
兵
力
等
を
記
載
し
て
い
る
た
め
、
創
軍
以
来
「
機
密
」
の
取
扱
い
を
受
け
一
般
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ

で
あ
る
。

一
、
は
じ
め
に
‐

野
戦
病
院
は
戦
時
、
師
団
に
所
属
す
る
野
戦
衛
生
機
関
で
あ
り
、
師
団
が
野
戦
に
お
い
て
行
動
す
る
際
、
傷
病
者
治
療
の
中
核
と
な
る
病
院

師
団
は
一
般
的
に
軍
の
戦
略
的
単
位
と
い
わ
れ
、
通
常
独
立
し
て
作
戦
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
機
能
を
有
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
師
団
の

織
は
歩
兵
、
砲
兵
、
工
兵
、
騎
兵
等
の
戦
闘
を
主
と
す
る
兵
科
部
隊
か
ら
成
る
外
、
糧
食
等
の
補
給
を
任
務
と
す
る
幡
重
、
及
び
衛
生
等
の

日
清
戦
争
に
お
け
る
野
戦
病
院
に
つ
い
て 羅

籟
糞
蕊
笙
社
一
肇
需
昭
和
六
十
年
五
月
二
十
五
日
受
付

黒
澤
嘉
幸
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（
四
）

白
明
治
十
年
の
西
南
戦
役
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
小
包
帯
所
、
大
包
帯
所
、
軍
団
病
院
が
編
成
さ
れ
た
が
、
野
戦
病
院
の
名
称
を
持
つ
戦

地
病
院
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
明
治
十
七
年
来
日
し
た
メ
ッ
ヶ
ル
少
佐
の
指
導
に
基
づ
き
明
治
二
十
年
師
団
戦
時
整
備
表
が

制
定
さ
れ
た
。
こ
の
表
に
お
い
て
初
め
て
衛
生
隊
、
野
戦
病
院
等
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
五
）

当
時
、
陸
軍
の
医
務
局
員
で
あ
っ
た
石
黒
忠
恵
が
後
に
往
時
を
回
想
し
て
、
こ
の
メ
ッ
ヶ
ル
少
佐
の
講
述
に
よ
っ
て
野
戦
病
院
、
兵
姑
病
院

の
呼
称
、
性
格
が
判
然
と
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
こ
の
時
期
に
初
め
て
野
戦
病
院
の
名
称
、
組
織
、
任
務
が
明
確
に
な
っ

二
、
野
戦
病
院
の
成
立

明
治
四
年
兵
部
省
に
軍
医
寮
が
置
か
れ
、
新
し
い
医
療
組
織
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
作
業
の
中
に
は
当
然
戦
時
衛
生

機
関
の
検
討
も
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
推
移
を
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）

㈲
明
治
六
年
八
月
八
日
制
定
の
在
外
会
計
部
大
綱
条
例
に
は
陣
中
病
舎
、
陣
中
病
院
、
戦
時
病
院
等
の
機
関
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
一
一
）

。
明
治
六
年
十
月
二
十
四
日
制
定
の
陸
軍
病
院
職
務
章
程
で
は
「
戦
場
ノ
病
院
梢
大
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
医
正
医
長
ト
シ
軍
医
軍
医
副
軍
医
補

剤
官
剤
官
副
剤
官
補
ヲ
置
ク
小
戦
場
〈
従
テ
其
宜
二
適
セ
シ
ム
但
戦
地
ノ
諸
件
〈
刊
行
野
営
医
典
二
拠
テ
処
置
ス
、
へ
シ
」
と
あ
り
、
そ
の

（
一
二
）

野
営
医
典
の
中
に
は
包
帯
所
、
野
営
病
院
、
根
病
院
等
の
野
戦
衛
生
機
関
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
に
載
せ
ら
れ
た
衛

生
機
関
の
人
員
、
器
材
等
の
組
織
規
模
が
当
時
の
行
政
担
当
者
に
正
確
に
理
解
さ
れ
、
或
は
実
際
に
確
立
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で

は
な
い
。

そ
の
た
め
、
本
研
究
で
は
明
治
二
十
七
、
八
年
戦
役
に
お
け
る
野
戦
病
院
に
つ
い
て
、
そ
の
組
織
、
機
能
等
を
検
討
し
当
時
の
実
態
を
復
元

す
る
こ
と
を
試
ぷ
た
。

れ
故
、
野
戦
病
院
は
国
民
の
眼
陽

等
が
明
確
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

野
戦
病
院
は
国
民
の
眼
に
触
れ
る
こ
と
が
な
く
幻
の
部
隊
に
近
い
存
在
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
日
で
さ
え
、
そ
の
組
織
、
機
能
４４（44）



備
員
、
兵
岾
病
院
、
衛
生

（
七
）

表
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
師
団
戦
時
整
備
表
は
そ
の
後
も
検
討
を
加
え
ら
れ
た
ら
し
く
、
明
治
二
十
六
年
三
月
戦
時
編
制
書
草
案
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
更
に
審

議
改
訂
を
経
て
明
治
二
十
六
年
八
月
戦
時
編
制
と
し
て
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
時
編
制
は
明
治
二
十
七
、
八
年
戦
役
に

出
征
し
た
諸
部
隊
の
編
制
の
基
準
と
な
り
、
野
戦
病
院
の
組
織
、
機
能
も
こ
れ
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
、
も
の
と
い
え
よ
シ
フ
。

表一治療後送系統図

前線

仮苞濡所鶴嘩}隊付衛生部
担送･･･…1

包帯所治療……|衛生隊
↓担送･･…･l

野戦病院治療･･…･…野戦病院
↓ 後送………患者輸送部

戦地定立病院治療………衛生予備員
↓ 後送………患者輸送部

兵姑病院治療･･･……兵姑病院
↓ 後 送 ･ ･ …･…患者輸送部

予備病院治療………予備病院

三
、
戦
時
衛
生
機
関

（
｛
ハ
）

こ
の
戦
時
編
制
に
お
い
て
示
さ
れ
た
戦
時
衛
生
機
関
と
し
て
は
師
団
に
隊
属
衛
生
部
、
衛
生
隊
、
野
戦
病
院
が
あ
り
、
軍
兵
姑
部
に
衛
生
予

貝
、
兵
岾
病
院
、
衛
生
予
備
廠
、
患
者
輸
送
部
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
機
関
に
よ
る
野
戦
の
傷
病
者
治
療
後
送
系
統
及
び
実
施
担
当
機
関
は

四
、
野
戦
病
院

目
野
戦
病
院
は
各
師
団
に
六
個
ず
つ
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
任
務
は
第
一
線
の

包
帯
所
か
ら
後
送
さ
れ
る
患
者
ま
た
は
直
接
戦
線
か
ら
後
退
す
る
患
者
を
収
容
し
て
一
層
完
全
な
治
療

を
施
す
と
共
に
治
療
の
終
っ
た
患
者
を
後
方
兵
姑
部
に
送
り
師
団
が
動
き
や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
野
戦
病
院
一
個
は
二
百
名
の
患
者
を
収
容
、
治
療
で
き
る
人
員
、
器
材
か
ら
成
る
と
共

に
師
団
の
行
動
に
追
従
で
き
る
機
動
力
を
有
し
て
い
た
。

（
八
）

。
野
戦
病
院
の
人
員
は
表
二
に
掲
げ
た
通
り
、
二
等
軍
医
正
を
病
院
長
と
し
、
他
に
軍
医
五
名
、

薬
剤
官
一
名
の
外
百
九
名
総
計
百
十
六
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
外
病
院
は
師
団
と
行
動
を
共
に
す
る
た
め
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表
二
野
戦
病
院
人
員
に
必
要
な
乗
馬
六
頭
、
駄
馬
三
八
頭
を
保
有
し
て
い
た
。

階
級
白
装
備
品
と
し
て
野
戦
医
板
四
組
、
予
備
医
板
八
組
、
天
幕
八
個
等
を
保
有
し
て
い
た
。
野
戦
医
板
に

一
人
員

二
等
軍
医
正
は
治
療
に
必
要
な
医
薬
品
、
器
材
等
が
収
納
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
医
薬
品
五
三
品
目
、
治
療
用
消
耗

一
等
軍
医

品
二
九
品
目
、
医
療
器
械
四
七
品
目
、
雑
品
五
八
品
目
で
あ
っ
た
。

二
（
三
）
等
軍
医
四
（
九
）

二
（
三
）
等
薬
剤
官

医
薬
品
は
白
糖
、
肉
エ
キ
ス
、
麦
角
エ
キ
ス
、
絆
創
膏
、
抱
水
ク
ロ
ラ
ー
ル
、
ホ
フ
マ
ン
精
、
。
へ
ラ
ド
ン

看
護
長
六
ナ
エ
キ
ス
、
・
ヘ
ル
、
ハ
ル
サ
ム
、
ド
ー
フ
ル
散
、
吐
根
末
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
葉
、
稠
厚
牛
乳
、
重
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ

調
剤
手
三

看
護
手
六
ム
、
硫
酸
亜
鉛
、
硫
酸
ア
ト
ロ
ピ
ン
、
硫
酸
キ
ニ
ー
ネ
、
オ
レ
ー
フ
油
、
甘
禾
、
カ
ン
フ
ル
液
、
カ
ン
タ
リ

看
病
人
一
三
四
ス
紙
、
芥
子
末
、
ヨ
ー
ド
ホ
ル
ム
、
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
、
ヨ
ー
ド
カ
リ
、
単
軟
膏
、
タ
ン
’
一
ン
酸
、
大
黄
丸
、

磨
工

過
ク
ロ
ー
ル
鉄
液
、
ヤ
ラ
ッ
パ
末
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
酒
、
ブ
ロ
ム
カ
リ
、
塩
素
酸
カ
リ
、
塩
化
亜
鉛
、
コ
ロ
ホ

’
五
七

計

ニ
ウ
ム
、
コ
ロ
ジ
ウ
ム
、
英
法
絆
創
膏
、
阿
片
末
、
阿
片
チ
ン
キ
、
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
、
サ
リ
チ
ル
酸
ナ
ト
リ

ニ
（
三
）
等
軍
史

聿
自
記
ニ
ゥ
ム
、
明
鐙
ハ
ン
、
昇
禾
、
酒
精
、
酒
石
酸
、
次
硝
酸
蒼
鉛
、
蒸
留
水
、
硝
酸
カ
リ
、
硝
酸
銀
加
硝
石
、
焼
石

兵
卒
六
膏
、
石
炭
酸
、
石
炭
酸
石
け
ん
、
精
製
樟
脳
、
ヒ
マ
シ
油
、
モ
ヒ
水
、
モ
ル
ヒ
ネ
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
明

輔
重
兵
軍
曹

輔
重
兵
卒
一
一
治
二
十
五
年
一
月
一
日
施
行
の
第
二
版
日
本
薬
局
方
収
載
の
医
薬
品
で
あ
っ
た
。

（
十
）

軸
重
輸
卒
三
八
医
療
器
械
は
抜
栓
子
、
抜
歯
器
、
三
個
組
、
箱
入
裁
断
器
、
は
か
り
、
包
帯
は
さ
み
、
縫
合
針
、
へ
ら
、

従
卒

一
↓
聴
診
器
、
中
は
か
り
、
酎
燈
、
潅
水
器
、
灌
腸
器
、
鉗
弾
子
、
開
喋
子
、
環
状
褥
、
体
温
計
、
打
診
器
、
釣

馬
卒

り
は
か
り
、
螺
旋
止
血
器
、
膿
盤
、
駆
血
帯
、
靴
状
尿
器
、
丸
薬
器
、
巻
尺
、
麻
薬
誤
用
器
、
マ
グ
ネ
ッ
ト

計

一
五
九

一
一
一
六
電
機
、
検
水
器
械
、
肛
門
鏡
、
ゴ
ム
風
枕
、
ゴ
ム
ヵ
テ
ー
テ
ル
、
六
本
組
、
液
量
器
、
圧
舌
子
、
匙
、
黄

合
計

銅
、
匙
、
水
牛
、
§
ギ
プ
ス
刀
、
ギ
プ
ス
は
さ
ゑ
、
金
属
カ
テ
ー
テ
ル
、
六
本
組
、
金
属
ブ
ー
ジ
ー
、
六
本

組
、
吸
角
、
磁
製
乳
鉢
、
手
術
用
灯
、
消
息
子
、
皮
下
注
射
器
、
硝
子
乳
鉢
、
攝
子
が
収
納
さ
れ
て
い
た
。
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六
、
ま
と
め

明
治
四
年
七
月
に
太
政
官
達
に
よ
り
兵
部
省
に
軍
医
寮
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
、
戦
時
病
院
に
関
す
る
検
討
、
整
備
が
す
す
め
ら
れ
た
が
、
野

戦
病
院
の
名
称
が
用
い
ら
れ
た
の
は
明
治
二
十
年
の
師
団
戦
時
整
備
表
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
野
戦
病
院
が
規
定
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
期
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
野
戦
病
院
の
任
務
、
組
織
が
確
立
し
た
の
は
、
明
治
二
十
六
年
仮
制
定
の
戦
時
衛
生
勤
務
令
、
同
二
十
七
年
制

定
の
戦
時
編
制
が
示
さ
れ
た
時
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
明
治
二
十
七
、
八
年
戦
役
に
お
け
る
野
戦
病
院
の
状
況

（
十
二

明
治
二
十
七
、
八
年
戦
役
に
出
征
し
た
師
団
の
戦
時
編
制
は
歩
兵
聯
隊
三
個
、
騎
兵
大
隊
一
個
、
野
砲
兵
聯
隊
一
個
、
工
兵
大
隊
一
個
、
大

架
橋
縦
列
一
個
、
小
架
橋
縦
列
一
個
、
弾
薬
大
隊
一
個
、
輔
重
兵
大
隊
一
個
、
衛
生
隊
一
個
、
野
戦
病
院
六
個
よ
り
成
っ
て
い
た
。
し
か
し
な

が
ら
野
戦
病
院
要
員
の
充
足
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
近
衛
、
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
、
第
六
師
団
は
二
個
の
野
戦
病
院
、
第
五
師
団
は
三

個
の
野
戦
病
院
を
編
成
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
野
戦
病
院
は
戦
時
編
制
通
り
に
は
編
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一

つ
の
作
戦
の
間
に
野
戦
病
院
に
収
容
さ
れ
た
傷
者
の
数
は
軍
医
一
人
あ
た
り
平
均
一
四
・
二
五
人
で
そ
の
機
能
を
十
分
に
果
し
得
た
も
の
と
考

（
十
二
）

え
ら
れ
る
。
対
戦
し
た
清
国
軍
は
当
時
衛
生
部
の
組
織
を
持
た
ず
、
も
っ
ぱ
ら
民
間
の
医
療
機
関
を
雇
用
し
て
傷
者
の
治
療
に
あ
た
ら
せ
て
い

た
と
い
う
。
此
の
意
味
に
お
い
て
戦
時
衛
生
機
関
を
整
備
し
た
日
本
の
陸
軍
衛
生
部
は
清
軍
の
衛
生
に
く
ら
べ
は
る
か
に
近
代
化
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
こ
れ
ら
の
人
員
、
器
材
は
師
団
の
前
進
、
後
退
や
戦
況
の
変
化
等
に
対
応
し
て
治
療
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
半
数
ず
つ
に
分
け
て
、
各

各
独
立
に
病
院
を
運
営
で
き
る
組
織
と
な
っ
て
い
た
。

（
防
衛
医
科
大
学
校
病
院
薬
剤
部
）
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visionsofthewartimeorganizationplanduringwartime.

Forthisreason,theJapanesepublicneverhadtheopportunityofactuallyseeingafieldhospital.

Furthermore,asthewartimeorganizationplanwaskeptinsecrettoconcealthecapabilityofthelm-

perialArmyfiFomtheenemy,thegeneralpublicwerenotevenawareofitsorganization,equipment,

fimctionsoroperationsfi･omtheo伍cialdocuments.Evenatpresent,thesedetailsremainunclear.

ThisstudyclarifiestheorganizationandfilnctionofthefieldhospitalintheSinoJapaneseWar.

（
句
寸
）

豊､


